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「寿会６０年のあゆみ」刊行のご挨拶 

 

日本ビクター寿会 

会長 市川 光男 

 

日本ビクター寿会（OB会）は1962（昭和37）年の会社設立35周年記念行事の一環として設立され、2022

（令和4）年11月22に60周年を迎えました。 

全国18支部の会員総計は約1000名。会員の平均年齢は80歳を超えました。 

 

昭和2年に始まった日本ビクターは2011（平成23）年に㈱ＪＶＣケンウッド会長兼社長・河原春郎となり、2012 

（平成24）年に84年の歴史に幕を閉じました。 

 

同年の2012（平成24）年、OB会の日本ビクター寿会（関会長）は支部長会を最高決議機関に会則改訂し、

支部主導型運営（18支部）を決議しました。積立金を支部に配分。2013年には本部使用の寿会館を閉鎖。は

や10年の歳月が過ぎました。 

2013（平成25）年に始まった神奈川6支部主催「Ｖ9.13の集い」の会には、寿会岩崎会長の働きにより2016

年、会社の今井専務が、2017年には辻社長、今井専務が参加、会社との交流の場が再開した。現在、寿会

の年に一度の支部長会は会社の会議室を借用しています。 

 

寿会は「会社を卒業した仲間がより楽しく、健康な人生を送る一助にする会です。 

本部では年4回発行の寿会ニュース（西郷編集長・理事）、OB会ホームページのOBネット、ズーム会議管理

（前北理事の統括）、本部会計（桜井理事）、古林監事を通じて会員情報、長寿祝い、訃報、本部経理状況な

どを全支部長、全国メンバーにお届けしています。 

 

今後も半世紀以上の歴史を持つ全国組織のOB会・日本ビクター寿会の理念を尊重し、会員相互が気楽

に交流できる組織を目指していきたいと思います。 

「寿会55年のあゆみ」に新たに5年分（2018年～2022年）の情報を追加し、「寿会60年のあゆみ」を記録とし

て残します。 

 

2020年以降、全世界に蔓延したコロナ禍では対面活動がままならず対面の支部長会が開催できないため、

2022年インターネットを活用したズーム支部長会議が始まりました。 

対面・ネットなど色々な方法で会員相互の健康促進・触れ合いの場が拡大しますことを願っています。 

さらに 浄財・寄付等により寿会本部費がゼロとなる運営を目標に活動を進めたい と考えます。 
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 既にご案内のように、今年は寿会創立 60 周年（1962 年 11 月 22 日設立）に当たります。そこで寿会ニ

ュースでは年 4回（4月、7月、10月、1月）発行の紙面を通じて「60周年記念特集（毎号 6ページ基本）」

を企画し、今号はスタートとして Part1をお届けします。 

記念すべき節目として記念誌発行や大きなイベントなどは財政的に厳しいですが、今までの記録・資料

や寿会ニュースのバックナンバー等を参考に、特集の作成に取り組んでいきたいと思います。 

この企画により多くの先輩方や OB諸氏の足跡をたどって歩みをまとめると共に、寿会とは直接関係あり

ませんがビクターの商品づくりや販売活動での忘れられない思い出、いつまでも残したいビクターのアイ

デンティティーなど、単に昔を懐かしむのではなく改めてビクターを見つめ直す機会にしたいとも考えて

います。今後、皆さんからの情報提供や投稿等のご協力をよろしくお願い致します。 

 

■設立当初を振り返って 

 

 

 

 

【設立の背景と経過】 

昭和 37年 10月 6日、創立 

記念行事の一環として定年退 

職者とその家族が招待され横 

浜工場見学会が行われました。 

見学後は技術ビル 3階ホー 

ルで会社側（百瀬会長、北野 

社長はじめ経営幹部）出席の 

もとに開かれた懇親会の席上、 

定年退職者の親睦団体をつく 

ることが出席者の総意によっ 

て決定されました。 

 

1962(昭和 37)年 11月 22日 

日本ビクター寿会が誕生 

 

その後、準備期間を経て 11 

月 22日午後 6時から新子安の 

ビクター大和荘で設立総会が 

開催されました。当日は雨天 

ながら参加者 64名及び会社側 

から高柳専務ほか関係役職の 

出席のもとで設立趣意書、会 

則、役員等全ての議案が可決 

され、めでたく日本ビクター 

寿会が誕生しました。 

＜特集＞ 寿会 60周年記念   ① 設立振り返り 

 

会社を卒業した仲間が 健康な人生を送る一助とする会となるよう、 

また会社の最大の支援団体となること ～設立総会での百瀬会長の祝辞より 
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「寿会ニュース」NO.137（昭 50 年 12 月）～N0.149（昭 51 年 12 月）で 13 回にわたる掲載記事「野村

社長の思い出」（第 2代寿会会長・西森源次郎 記）から一部を抜粋し、その要旨をまとめました。 

 

●公私の別  

～ 社長に着任早々、秘書に手紙を渡すと同時に、切手代を出されて 

「これはプライベートレターだから取っておいてくれ」と言われた。 

●社長就任の第一声  

～ 「貧乏で上級学校へ行けず学費不要の海軍兵学校を選んだ。今は畑違いの社長になったが、財界には

暗い自分はシャッポ（帽子）である」＝（私はトップではない、キャップだ！というジョーク） 

●社内食堂 

～ 時々社内食堂を利用していた社長はある日食堂に電話したら、会食用のオムレツがあるとのこと。

それを見た社長は「社員と違うじゃないか」と言い、社員と同じメニューのおでんを食べた。 

●服装 

～ 社長は全く服装に構わない人で、社長就任時には小指大の穴が 2つもあいた帽子を無造作にかぶり、

服も上下色が違っていた。衣服はきちっと着ていればよい、礼を失しなければ可であった。 

●松下幸之助相談役は同じ郷土出身（和歌山） 

～ 松下相談役の野村社長に対する態度は郷土の大先輩、大官ということもあるが、全く父に対するが

如く羨ましい情景だった。お互いに尽くし尽くされる間柄は奥ゆかしく麗しいものだった。 

●松下相談役に尽くされた 

 ～ 終戦直後、松下電器が財閥指定で事業停止となった時、元海軍大将・駐米大使だった社長は GHQ外

交部長のシーボルト氏を通じて GHQ関係者と話し合い、松下電器は危機を脱することが出来た。 

●天気予報 

 ～ 昭和 30 年頃、台風襲来予報で築地本社は物々しい風雨対策をやっていたら社長が来て「今夜は台

風来ないよ。海軍で気象観測の経験から､南方から九州へ上陸する台風は直角には曲がらない」 

●教訓 

 ～ お濠の白鳥たちが列を作って進んでいる光景を見て「あの鳥も同じだが、軍艦の隊列で先頭の旗艦

が急に方向転換したら後方に付随の小艦は右往左往してしまう。何事も一度決めたことの急変は失敗の

もとだ」と言われた。何事によらず、一度検討の上で決定したことは変更なく実行された。 

●不思議な効果 

 ～ 昭和 32年頃、後の松野社長が入院し精神的に落ち込んでいる時、社長は「莫煩悩」と書いた色紙を

持って見舞い「くよくよするな、人事を尽くし天命を待て」と伝え、不思議に体調が回復した。 

●慎重周到 

 ～ 社長は講演を依頼され出向かれる折、実際の講演の数倍の腹案と原稿が出来ている。それをチェッ

クするため研究会メンバー、大使館などから最新情報を聴取、十分推敲の上で講演に臨まれた。 

●読書の醍醐味 

 ～ 社用を終えた午後など、ソファーに 80 キロの巨体を沈めて和洋の新聞、書籍に読み入っている姿

は真剣で集中力には驚くほど。その読書量たるや社内随一だったと思われる。特に洋書にはアンダーラ

イン、必要な個所のチェックマーク、さらに重要な場所にはダブルチェックが入っていた。 

●五つの敬称 

 ～ 5 通りの敬称で呼ばれた。①閣下【海軍大将】②院長【学習院長】③大使【駐米大使】④社長【日

本ビクター社長】⑤先生【参議院議員】(和歌山参議院議員欠員に松下相談役の勧めで出馬当選) 

＜特集＞寿会 60周年記念   ②過去の寿会ニュースから 

 

「野村社長の思い出」～ 心を打つエピソード 
＜第 7代社長＞ 

野村 吉三郎 

昭和 28～37年 
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 発足から今日までの歩みは会報誌「寿会ニュース」にしっかり記録され、これ迄のバックナンバーは歴

代の寿会ニュース編集担当者により保管されています。現在は編集担当（西郷）が前任者から引き継ぎ保

管（実は段ボールから出したままの状態）していますが、今回の 60周年記念特集を機会に、年代やサイズ

（B5版から A4版）に合わせて全面的に整理し新たにファイルを作成しました。(写真) 

 整理しながら各時代の紙面を見ると、冊子の黄ばみやシミなどから当時の出来事の背景や編集担当者の

ご苦労が伝わってきました。その思いを伝えたいと特集コーナーの編集に取り組みましたが、時間やスペ

ースの制約もあって「寿会ニュースの変遷」のポイントをビジュアル的にまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設立から８か月後、寿会ニュース第 1号発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●発足当時（昭和 30年代）はパソコンもワープロ 

もなく､社内文書も手書きまたはタイプという時代。か 

昭和 38年 7月発行の第 1号は発足から 8か月後に 

発行されました。（右、拡大写真参照） 

●第 1号より ～定年退職者 100名に達せんとす 

昭和 30年 7月に日本ビクターで定年制が実施さ 

れ今年で 8年になりますが、既に今日まで 96名の 

定年退職者が出ています。その内 3氏が他界されており、13氏は嘱託として引き続き勤務していますから、

寿会員は丁度 80名となっています。（要旨） 

●第 2号より ～ビール会社工場見学のお知らせ キリンビール横浜工場見学会、8月 29日午後 1時 30分

より（現地集合）。新子安駅から市電乗換えで生麦町下車､徒歩 3分。（当時は市電がありました）            

＜特集＞ 寿会 60周年記念   ③ 寿会ニュース変遷 -1 

 

 

▲左から寿会ニュース第 1号、第 2号、第 3号 

 
  

■no.1 (昭 38) ～ 8 （昭 39） 

・手書き、ガリ版、ワラ半紙 

・隔月発行、4ページ 

■no.9 (昭 39) ～ 55 （昭 44） 

・タイプ打ち、輪転機  

・毎月発行、4ページ （時々6） 

 

■no.56 (昭 44) ～ 121（昭 49） 

・タイプ打ち、輪転機 

・毎月発行、4ページ 
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●初期は B5版でタイプ文字も小さかったが 

153号以降（ロゴマーク入り左から 2番目） 

文字が大きくなり読みやすくなりました｡▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●493号(平 24)から 2段組→ 

横１段組(右中央)となり､文字 

も MS明朝 10.5Pで小さくなり 

ました。現在、レイアウトを 

含め文字サイズ、フォント等 

検討中です。今後はページ数 

制約の中で読みやすい紙面づ 

くりを目指していきます。 

＜特集＞ 寿会 60周年記念   ④ 寿会ニュース変遷 -2 

    

  

   

■no.122 (昭 49)～152（52） 

・タイプ→写植、縦書き 

・毎月、4～6ページ 

■no.153 (昭 52)～391（平 9） 

・写植、オフセット、縦書き 

・毎月、4～6ページ 

■no.392 (平 9)～487（平 23） 

・写植、オフセット  ・A4版、横書き 

・毎月、16 ページ基本、20～30 ページ

頁に⑳から 

■no.488 (平 23) 

～ 現在 NO.５３３ （令 4） 

・オフセット→オンデマンド 

・16ページ基本、（max40あり） 

・季刊（春･夏･秋･冬､年 4回） 

・2014年支部主導移行に伴い 

電子版配信開始、冊子版は各

支部で郵送会員宛発送 

●コスト削減で年 6回→季刊年 4

回発行となりましたが情報量維

持のため、レイアウトの工夫な

どコンパクト編集で対応。▼ 

1997（平 9）年 4月から Ａ４版！ タイトルは ビクターオレンジ、 フォントも社名ロゴと同一 

文字サイズは  大きく読みやすい 12Ｐ、 横書き、２段組に   ※平 24年から横 1行に 

発行回数は、これまでの毎月から 1999（平 11）年 5月以降、隔月（年６回）発行に！ 

▲NO.451(平 17)から帯タイトルに 
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 寿会 60年の歩みを振り返って、主要な出来事をピックアップしてビジュアル的な年表スタイルでまとめ

ました。詳細な資料やデータなど時系列のまとめは次号で図表やグラフなどで掲載予定です 

 今回の「寿会ヒストリー」のまとめで主として参考にした資料は右写真の 3つの記念誌ですが、他に 45

周年作成会員名簿もあります。他の冊子や資料など 

をお持ちの方はご連絡ください。（連絡先 10ページ参照） 

①20年のあゆみ（寿会名鑑）：昭 57.11.20発行 

 ・会則､会員 368名の名簿､顔写真など。会社役員も掲載。 

②35年のあゆみ：平 9.6.30発行 

 ・サークル活動、主要な出来事、歴代役員名簿など。 

③55年のあゆみ：平 29.11.22発行 

 ・会長､会員数､主要行事､組織(会費､会則､寿会ニュース) 

本部サークル活動、支部活動、会社の動きなど。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●総会 

 毎年 4～5月に定期総会を開催し、平成 19年まで多数の会員 

（最高 370名）が参加。その後は代議員会（支部単位代表参加） 

を経て、平成 24年から現在の支部長会が決議機関となりました。 

【写真】平成 7年 5月､33周年記念総会を本社･食堂ホールで開催 

●懇親旅行 

発足以降は工場、 

保養所､ホテル等で 

懇親会を開催。昭 

和 62年から秋季 

親睦旅行スタート。節のｍホテル等で昭和 43年から 

毎回多数の参加者 

で各地の観光地へ 

向けてバス旅行を 

実施していました。 

【写真】平成 6年 

湯河原温泉･ホテル 

東横、127名参加 

＜特集＞ 寿会 60周年記念   ⑤ 寿会ヒストリー -1 

 

 

11/22創立総会、日本ビクター寿会発足 
年会費＠100円、後に会則で＠300円 

過去の節目に発行された記念誌（左から 20年、 
35年、55年の各あゆみ、※知人より借用含む） 

新子安に寿会クラブ開設 
年会費＠1000円 
→昭 58改訂＠2000円 

終身会費 30000円 

 

 

河 
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＜特集＞ 寿会 60周年記念   ⑥ 寿会ヒストリー -2 

 

 

  

 

 

   

●本部サークル活動（今の京浜地区サークル）    会員 50名以上も多数ありましたが、 
現在は解散したサークルもあり。 

囲碁 （昭 59.年 4月～） 

麻雀 （平 1年.4月～） 

ゲートボール （昭 61年 7月～） 
ゴルフ （昭 59年 5月～） ハイキング （昭 59年 12月～） 

茶道 （平 2年 9月～） カメラ （平 1年 6月～） 書道 （平 8年 4月～） 

ＪＶＣケンウッド・ホールディングス㈱設立（経営統合） 
㈱ＪＶＣケンウッド発足 

寿会ホームページ開設

支部主導体制スタート 
京浜地区支部合同 Ｖ9.13の集いスタート 
（2016からは会社経営幹部も出席） 
※コロナ禍で 2020年、2021年と中止 

神奈川新町に寿会館を開設 

上信越支部発足 関西支部発足 

九州支部発足 

中部支部発足 

千葉支部、埼玉栃木支部発足 

支部主導体制スタート 

終身会費 40000円、 
（平 20）入会金 20000円 

茨城支部、東北支部発足 

年会費制反対で約 500名脱退 

支部総会が各支部で定期化定着 

寿会館が閉館 

 
 活発な支部活動に取り組んでいる千葉支部では 2019年 5月 12

日、支部設立 20周年の節目として記念総会を盛大に開催 
(千葉支部恒例のビクター行進曲・社歌の斉唱で開会) 

2013 年スタートの「Ｖ9.13 の集い（正式名称；
懐かしきＶ9.13 に集う会）」は横浜西口のホテ
ルで開催、京浜地区中心に約 100名が参加 

河 
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■ 歴代役員       (理事､監事：略)       ■ 会員数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜特集＞寿会 60周年記念    ⑦資料編 （歴代役員/会員数） 
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■ 組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜特集＞寿会 60周年記念    ⑧資料編 （組織図・会員分布） 

 ②今までの歩み(寿会 60年) 
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■ 会員年齢分布 (2022.5.31現在)  会員数 988名 平均年齢 80.6歳 ※上記組織図会員数と時期のズレあり [人] 
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 前号（4/1 発行、春季号）では「寿会ヒストリー」として、ビジュアル的な表にまとめましたが、今回

はこれ迄の 60年間のあゆみを振り返り、本部主要トピックスと支部発足の動きを年表にまとめました。（前

号と一部ダブリもありますが、次ページ（会社 95年の年表）と比較して見るために作成） 

 尚、この他の出来事や行事・歴代役員・会員数推移などの資料、支部組織・活動紹介等については、次

号（10/1発行、秋季号）でまとめ、写真・グラフ・図表などでわかりやすく掲載する予定です。 

 

■ 日本ビクター寿会・６０年の歩み  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜特集＞寿会 60周年記念    ⑨今までの歩み (寿会 60年) 
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＜特集＞寿会 60周年記念    ⑩今までの歩み (会社 95年) 

 

■日本ビクター 会社・９５年の歩み 
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＜特集＞寿会 60周年記念    ⑪会社 95年歩み（商品・技術） 
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＜特集＞寿会 60周年記念    ⑫会社 95年の歩み(商品・技術) 
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本特集は寿会 60 年の年表・資料などをまとめると共に、ビクター95 周年（会社存続として）の歩みをまとめ

てきましたが､スペースの関係で主要商品や国内中心の内容となり、残念ながら触れることが出来なかった海

外の活動や取り扱った多くの商品、様々なエポックなどが掲載できなかったことをご容赦ください。 

しかし、創業時から戦後の厳しい時代に頑張ってこられた諸先輩方の 

足跡や苦労を振り返ると、単にビクターの歴史というより日本の音楽産業 

として多大な貢献をしてきたこと、その後の昭和 30～40年代は広告宣伝 

や販促活動などで輝かしい実績を上げてきたこと、さらに VHSビデオの 

プロモーション強化の販促イベントの成果等。当初の PR本部という部門 

の幅広い活動、先見性ある行動により販売拡大、シェアアップに貢献して 

きたことはぜひ触れておくべきと考えました。最後の特集企画となり限られ 

た紙面ですが、それら活動の一端を紹介し各々ポイントをまとめました。 

 【写真右上】以下のまとめに参考にした本・資料の一部（諸先輩が自ら執筆） 

■ビクターはレコード販売で日本の音楽産業を牽引 

・創業当初の日本ビクターは電蓄の販売が主力でしたが、同時にレコー 

ド販売が電蓄販売をバックアップ。一方、海外レーベル契約も進んでレ 

コードプレス体制も増強、邦楽や歌謡曲も多数のヒット曲が生まれました。 

・戦前、戦後を通じて日本の音楽業界ではビクターとコロムビアの 2社が 

ヒット曲を独占し、専属作曲家も含めて日本の音楽産業を牽引しました。 

■PR本部が一体となり、強い情熱と信念をもって日夜努力 

・そのレコード販売の強力推進部門が当時の PR本部で、有能なスタッフ 

の熱意と行動力で素晴らしい成果と実績を残されました。数多くの実績か 

ら特筆的な事例はラジオ文化放送の人気番組「S盤アワー」。ビクター単 

独提供番組ですが、なんとパーソナリティーにビクター女性社員を指名！ 

・これは一例で感心したことは販促や宣伝広告など専門会社に任せるの 

が通常パターン。しかし当時の PR本部は社内スタッフで知恵を絞り、他 

に頼らずユニークな企画を作るという強い信念で、日夜努力を続けたこと 

に大きな感銘を受けました。これが誇るべき実績の所以だと確信しました。 

■思い出に残る広告宣伝活動より  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜特集＞寿会60周年記念     ⑬ソフト･販促(レコード･広告宣伝) 

  

 

 

 

 

(左)大阪･京都･名古屋のネオン塔（昭 34） 

（右）銀座・教文館の屋上ネオン塔(昭 33) 

▲高田馬場「BIG BOX」に

（昭 49）VMP（ビクターミュー

ジックプラザ）開設。西武との

良好関係で賃貸料優遇。ラ

ジオ TV局タイアップのイベン

ト企画で好評。（右下） 

▲(昭 63)ニッパーズ銀

座オープン。屋上壁面

はレーザー光線でニッ

パーマークを演出。レ

ーザー光線は対面の

博品館ビルから投射。 

▲(昭 37)1964 オリンピック前の

1962 年、新聞全面広告でビクタ

ー商品で協賛金を提案。 
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■FIFAワールドカップ・サッカー 

・世界中を熱狂させるサッカー・ワールドカップオフィシャル 

スポンサーにビクターは 1982年から毎年協賛しており、欧 

州選手権、U１７選手権など世界レベルの FIFAサッカー大 

会をサポート。これら世界的な強力スポンサー活動によって 

VHSビデオの欧州戦略大成功や JVCブランドの絶対的な 

信頼を得ることが出来ました。しかし 2000年代以降の業績 

悪化により、200６年(ドイツ大会)で協賛は終了しました。 

■ＪＶＣジャズフェスティバル 

・世界のジャズビッグアーティストが参加する伝統的ジャズ 

イベントの「ニューポート・ジャズフェスティバル」（米国ロード 

アイランド州）の冠スポンサーとして、JVCは 1984年以来 

毎年 8月から 10月にかけ、世界の主要 12都市で盛大な 

イベントを開催。米国などではオーディオ製品の販売拡大 

と共に、ＪＶＣブランド・イメージアップに大きく貢献しました。 

ワールドカップ同様、2006年冠スポンサーを終了しました。 

※【冠スポンサー】スポーツ・各種イベント・ＴＶ番組など単独資金 

提供し、企業名や商品名を独占的に大きくアピールできるもの。 

■東京ビデオフェスティバル 

・VHS発売と共にビデオムービーを世界中に普及させ、ビ 

デオの新しい楽しみ方や感動を広げようという目的でビクタ 

ーが 1978年スタートさせた｢東京ビデオフェスティィバル」。 

世界の各国と地域からプロ・アマチュアを問わず､様々な分 

野のビデオ作品を募集､優秀作品を選ぶというコンテストで 

長い歴史を通じて豊かなビデオ表現による映像文化の創 

造や人々の交流・出合いの場を提供してきました。その後 

上記イベント（W杯､ジャズフェス）同様 2010年後援終了。 

  ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

■ロゴマークの変遷 

・海外の「JVC」というブランド名は日本ビクター株式会社を 

直訳の Japan Victor Company から来ており、犬マークが 

商標権で使えない市場で「NIVICO」を使用。以前は J と C 

を小さく Vを大きくしていましたが、1968年以降、ＪＶＣの下 

に NIVICOを小さく入れ、19７７年より大きく JVCに統一。 

・国内の犬マークも丸、四角など変遷して犬 Victor横型に 

なり､1977年新ロゴ（犬 Victor）に変更。連合マーク(縦型、 

横型）も導入されました。 

 

【注】2022年４月１日より、従来のビクターマークをリファイン（左上）。 

ヘッドホンや小型デバイスでも鮮明に見えるように犬マーク意匠 

の若干変更と Victor ロゴ書体を細身にしました。(前号紹介済) 

 

 

 

  
 

 

  

 

 

 

 

＜特集＞寿会 60周年記念     ⑭ソフト・販促 （イベント・ロゴ） 

▲最近ディスプレイボードに変わった周囲の看板ですが、

昔はビクター・ＪＶＣ連合マークを世界中にアピール！ 

▲「60年史」より転用のため下地と横線削除できず。 
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横浜・入江工場 

横須賀工場 久里浜技術センター 

大和工場 

林間工場 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

【昔】第 1工場ファサード  第 5工場（5階は体育館）  【今】第 5工場跡：佐川急便物流センター(キタムラ､KEL､macnicaなど) 

【今】JVCケンウッド本社 
(元 テクノウイング) 

5 頁で紹介した入江エリアの再
開発が進行中｡ 2024 年夏完
成の新たな価値創造拠点 (仮
称) 「Value Creation Squre 」 

▼【昔】ビクター創業の地でレコードプレス､電蓄､ラジオ等生産。後に技術ビル､第 5工場完 
成。入江のビデオ技術で VHS開発以降､VHS ビデオの主力生産基地。平成 6年本社移転。 

上【昔】ビデオカメラ等生産 
下【今】横須賀事業所として
(JKCM)ディスク生産など 

左【昔】研究開発拠点（今も継続） 
右【今】久里浜事業所と名称変更 

上【昔】ディスク事業部 
下【今】大型マンション 

上【昔】東洋一ステレオ工場､下中央【昔】レコードプレス 
工場  下右【今】ショッピングセンター(りんかんモール) 

＜特集＞寿会 60周年記念   ⑮事業所の今昔 (京浜地区Ⅰ) 
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上星川工場 

鶴ヶ峰工場 

大倉山工場 

本社（日本橋） 

(特本)浜町ビル 

  

 

 

  

  

  

(営本)本郷ビル 

 

 

左【昔】(平成元年)本郷ビル完成 
右【今】建物あり（ｸﾞﾛｰﾘｰ首都圏支社） 

【昔】(特本)1～9階すべて賃貸 
【今】建物あり（田辺浜町ビル） 

▲(昭 33) ビクタービル完成  ▲【昔】（昭 46）日本橋本町に本社移転   ▲【今】建物あり (東京建物第 3室町ビル)   

●＜事業所今昔＞は国
内中心の掲載としました
が、海外各地の現地法人
（販売会社・生産工場）の
今昔は紙面スペースや
情報収集の関係で掲載
出来ませんでしたことを
ご了解下さい。 

●本社と本郷ビルは西郷撮影。 

※本社脇「うなぎ大江戸」健在！ 

左【昔】ラ録事業部～(C&D)部品・基板生産 
右【今】工場跡周辺の拡張で大型マンション 

上【昔】プリント基板生産 
下【今】再開発マンション 

左【昔】生技の精密機械工場から精密部品生産 

右【今】周辺地区再開発により大型マンション 

●他に京浜地区には海老名（ＶＤＳ）や

鶴見(カナリヤ電子)などの事業所があ

りましたが､現状の調査資料や情報収

集が困難のため省略しました｡ 

＜特集＞寿会 60周年記念   ⑯事業所の今昔 (京浜地区Ⅱ) 
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■ 事業所の今昔 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜特集＞寿会 60周年記念    ⑰事業所の今昔(関東地区他Ⅰ) 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

①水戸工場・鉾田

工場他（記録メディ

ア商品の開発生産

及びビデオ・オーデ

ィオソフトダビング生

産拠点） 

※西郷の資料を活用 

②前橋工場・伊勢崎工場等 

（オーディオ商品の開発生産、 

プロビデオ商品の生産拠点） 

※米本支部長の協力で情報収集 

【今】鉾田工場→三衆物産（鉄屑処理） 

【昔】水戸成型▲ 【今】ウルノ商事▼ 

【今】駐車場跡（ベンツ､創価学会会館） 

【昔】昭61年元皇太子殿下が鉾田工場
視察。当時ＶＭＴ星野社長が説明 

【昔】水戸工場▲ 【今】水戸工場・ＶＭＴ跡地→ショッピングセンター▼ 

【昔】前橋工場事務棟▲ 【今】ダイワハウス･福山通運･三菱食品 3社 

【今】伊勢崎工場跡地→カワチ薬品  （右）伊勢崎電子跡地→㈱中島 

【昔】前橋工場(上)  (下)伊勢崎工場 
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▲【昔】岩井工場 ▼【今】工場跡地に大ショッピングセンター（ヨークタウン坂東）          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               ※写真は第 1工場､川桁駅近く第 2工場 

＜特集＞寿会 60周年記念   ⑱事業所の今昔(関東地区他Ⅱ) 

 

 

 

③ 岩井工場 

■カラーテレビ・ビデ

オカメラ・TV 部品 DY

（偏向ヨーク）･VHD プ

レーヤー等生産 

■写真協力：井上純一
さん、清水邦昭さん 

④ 小山工場 (栃木県) 

■TV部品（偏向ヨーク）生産 

※写真情報協力：宮田宏美さん 

  

 

駐車場内に正門のプレート設置 

⑤ 河東電子 (福島県) 

■プリント基板、DY生産 

※写真・資料データ・情報協力： 
照井広安さん､櫻井不二夫さん 

   

(左)【昔】坂東市馬立
の日本タイプライター
工場跡の第 2工場 
(右)【今】周辺土地を
拡張、㈱キャノンエコ
ロジーインダストリー
の巨大な工場 

 

 

 

 

  

(左)【昔】栃木県小山市の小山工
場 (右)【今】建物はそのまま利用
「㈱トキタ AC（ゴルフクラブ製造）」 

 

 (左)【昔】会津若松市の本社工場 

(右)【昔】猪苗代町の猪苗代工場   

 
(左)【今】会津若松：農機具駐車場 

(右)【今】猪苗代第 1工場：更地 
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            (左)【昔】工場の全景  (右)【今】中部抵抗器㈱ （守衛所は無く外観も変化している） 

＜特集＞寿会 60周年記念   ⑲事業所の今昔(関東地区他Ⅲ) 

⑥ 宇都宮工場 

■ハードディスクサブ

スクレート（アルミ板

塗布技術の開発） 

■写真：西郷が撮影 

  

(左)【昔】 研究開発工場 
(右)【今】 カルビー㈱  

R&Dセンター 

⑦ 郡山工場 

■当初：小型スピー

カー→VHS-C テープ

→VTRヘッド生産 

■写真・情報提供： 
松崎悌次郎さん 

 

    

(上)【昔】初期工場が水害被
害後、新設された工場 
(下)【今】 (左から順に) 
機械解体工場、羽田工業、コ
マツレンタル、宗教団体駐車
場 ※北側の旧松下電工は
操業中。西側奥にあったビク
ター野球場は現存。 

⑧ 八王子工場 

■特機事業部：業務

用システム他、生産 

■八王子研修センタ

ー（人材開発センター） 

■写真・情報提供： 
浅見憲一さん 

 

 

 

 

⑨ 藤枝工場 

■モータ事業部： 

各種小型モータ生産 

■写真・情報提供： 
袋井隆司さん 

  

 

  

(上)【昔】左：八王子工場
右：八王子研修センター 

(下 )【今】左：正門側から
見たところ。右：交差点か
ら見たところ。八研と工場
含む全敷地に倉庫が立ち
並び、大規模物流センタ
ーとなっている。 

2008 年日本産業パートナ
ーズのファンドへ譲渡。
2012 年に韓国サムスンに
売却、2015 年にタイ工場だ
け残し、藤枝工場閉鎖。 
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■事業所建物の今昔Ⅲは国内営業拠点(営本中心)で、【昔】の独社(後に支店)の写真は「ビクター60 年史」

から転用し、【今】の写真はグーグルストリートビュー及び一部は当該支部の現地撮影の協力によるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東北ビクター (東北支店) 
 

信越ビクター (信越支店) 
 

関東ビクター (関東支店) 
 

北海道ビクター (北海道支店) 
 

千葉ビクター (東関東支店) 
 

東都ビクター・東京東ビクター(東京支店) 
 

  

奥羽ビクター (奥羽支店) 

東京西ビクター(西東京支店) 
 

神奈川ビクター (神奈川支店) 
 

静岡ビクター (静岡支店) 
 

    

    

    

    

【昔】北海道ビクター(北二条東) 【今】リッチモンドホテル(北三条西) 【昔】奥羽ビクター(青森市大字浦町) 【今】更地（駐車場） 

 

●写真協力： 

小林和昭さん 

【昔】信越ビクター(新潟市明石)  【今】レンタカー店駐車場 

  【昔】北海道ビクター(北二条東)【今】リッチモンドホテル(北三条西) 

【昔】東北ビクター(仙台市青葉区) 【今】大型スポーツ用品店 

【昔】関東ビクター(大宮市上小町) 【今】福祉介護施設（ひばり） 【昔】千葉ビクター(千葉市美浜区) 【今】千葉トヨペット幸町店 

【昔】東都・東京東Ｖ（文京区本郷） 【今】本郷ビルあり（ｸﾞﾛｰﾘｰ支社） 【昔】東京西Ｖ（大田区）   【今】マンション※支店【今】駐車場 

【昔】神奈川Ｖ（横浜市中区）   【今】駐車場（関内ほうさい殿） 【昔】静岡ビクター（静岡市曲金） 【今】マンション（テナント） 

※後に地域統合で 

東北ビクターと合併

たー小林和昭さん 

＜特集＞寿会 60周年記念    ⑳事業所の今昔(国内営業Ⅰ) 

※支店は八王子 

市大和田に移転 

 

市内 
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東海ビクター (東海支店) 
 

北陸ビクター (北陸支店) 
 

京滋ビクター (京滋支店) 
 

大坂ビクター・近畿ビクター(関西支店) 
 

神戸ビクター (神戸支店) 
 

中国ビクター （中国支店） 

九州ビクター （九州支店） 

山陰ビクター販売 沖縄ビクター販売 

四国ビクター （四国支店） 

   

    

    

    

    

【昔】京滋ビクター（京都市下京区） 【今】マンション・コンビニ 

※野澤さん情報：京都市伏見区の跡地→【今】名校志向塾 

【昔】東海ビクター（名古屋市名東区） 【今】ドラッグストア 

【昔】大阪・近畿ビクター（大阪市天王寺区） 【今】創価学会 

●写真協力：関西支部・野澤 隆さん    関西記念会館 

【昔】北陸ビクター（金沢市長土塀）  【今】店の駐車場 

【昔】神戸ビクター（神戸市中央区） 【今】兵庫県医療信用組合 

●写真協力：関西支部・野澤 隆さん     

【昔】中国ビクター（広島市中区） 【今】大型マンション 

※加藤さん情報：前の道路は渋滞解消のため地下トンネル化     

●写真協力：中四国 

支部長：加藤洋吉さん 

【昔】四国ビクター（高松市錦町）  【今】店の駐車場 

●写真協力：九州 

支部長：園田武幸さん 

【昔】九州ビクター（福岡市博多区）  

【昔】山陰ビクター（松江市西川津町） 【今】団地（アパート） 【昔】沖縄ビクター（宜野湾市） 【今】ネットワークシステム会社 

アパート） 

【今】マンション・駐車場 ※園田 

さん情報：今は様変わりで昔を 

偲ぶものはありませんでした｡ 

＜特集＞寿会 60周年記念    ㉑事業所の今昔(国内営業Ⅱ) 
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